
議事録 

第１回 明保中学校学校運営協議会（要点記録） 

日時：令和６年５月22日（水）14時 30分～16時 00分 

場所：明保中学校ＩＣＴ教室 

出席：妹尾 久雄委員、早乙女 勇一委員、吉村 真理子委員、鈴木 千舞美委員 

   （校長、副校長、明保中学校教員２名） 

欠席：小野 修平委員、鈴木 綾委員 

・委員６名中４名の出席により本会議は成立 

次第１ 挨拶（令和５年度会長） 

４年目になります。校長先生とも話をさせていただいて、それなりにやってこれたと思

います。お忙しい保護者の方が多く、参加される方が限定されるようだが、今年度は保

護者の方、地域の方も一緒にやっていきたい。よろしくお願いします。 

次第２ 委員自己紹介 

 内容省略 

次第３ 会長・副会長選任 

会長に妹尾様、副会長を早乙女様にお願いしたいがどうか ⇒ 了承 

次第４ 令和６年度学校経営方針について 

校長：学校経営方針、学校経営計画について説明 

令和６年度がスタートした。スローガンは、「毎日行きたくなる学校」とし、子

どもや保護者、地域の方が明保中に関心が向くような学校を目指す。西東京市教

育計画の４つの基本方針を踏まえて、保護者、地域の皆様に明保中学校を支えて

いただけるような教育活動を推進していきたい。経営計画も示させていただい

た。お気づきの点がございましたらご意見を伺いながら、学校経営を行っていき

たい。本日はよろしくお願いします。 

副校長：経営方針の下、地域学校協働活動を更に推進していくために、教職員一同、皆様

と協力しながら取組んでいきたいので、ご協力お願いします。 

次第５ 令和６年度の地域学校協働活動について 

 令和６年度の活動計画は別紙のとおりとする。 

１．コーディネーターより（令和６年度の活動予定） 

  （１）職員室前ロッカーの制作 

  （２）生徒会主催明保フェス（仮称）での協働 

  （３）第2学年防災学習への協力 

  （４）ほくっとまつりへの出店 

   その他、東小の冬まつり、１月のどんど焼き、学校の地域行事等違う団体が動い

て、そこに協賛する形で参加することもある。また、児童センターで行っている行

事等にも明保中の生徒が参加できればと考えているので、忌憚のないご意見をい



ただけたらと思う。定期考査前の放課後ステイルームなど定着している活動もあ

るので、少しずつクラッシュアップしていければと思う。 

 ２．学校より 

   校長：コーディネーターに立てていただいた柱に沿って、進めていきたい。去年と

は１つ２つ違う活動ができたら良い。皆さんのご意見を伺いながら、良いも

のにしたい。 

 （１）生徒会主催明保フェス（仮称）について 

   教員：生徒会の役員から、小学校６年生に部活動の紹介を丁寧にしたいという意見

が出ている。例年東小の６年生については、卒業間近に明保中で体験授業

と部活紹介を行っていたが、碧山小や住吉小の生徒にも紹介したいと考え

ている。また、今の２年生が昨年度最後に行った「西東京ふるさと探究学

習」のまとめの発表を全校で行いたい。そういった明保中の活動を小学生

に実際に見てもらってアピールしたい、という意見も生徒会から出ている。

これまでの様々な活動で小学生や地域の方と関わったことがきっかけで、

地域の方や卒業生に遊びに来てほしいという意見が出て、どこまでできる

かわからないが、生徒会主催で１０月中旬の学校公開に向けて、部活動紹

介と卒業生・地域の方を集めるイベントの企画を立てていきたい。 

（２）1年生の様子について 

教員：元気の良い子が多く、中学校スタイルに慣れていくようにしているとこであ

る。初めての定期テストもきちんと受けることができた。中学校に入って、

勉強も頑張りたいし、新しい自分に変わりたいという気持ちで頑張ってい

る。その気持ちを支えながら、中学生らしく自分たちで自治の力を伸ばして

生活していけるように指導している。一人ひとりは素直でエネルギーのあ

る子たちなので、うまく調整して良い方向に向けてあげると良い学年にな

ると感じる。 

   副校長：運動会が一つの節目の行事になると思いますので、皆様に変化があるところ 

を見ていただけたらと思う。 

 ３．委員より 

   委員：教師と保護者の会は、コロナで一旦休止したが、再開する時に保護者の負担

を減らして必要な活動はやっていこうということで、令和５年度は新しい

体制での１年目をスタートして活動した。令和６年度滑り出しは良かった

が、問題が浮き彫りになった部分もある。検討しながら変えていきたい。 

   委員：児童センターでは、春休み中までは、小６から中１に上がるお子さんが多く

見られた。小学生が多いと中学生は帰ってしまう傾向にある。夕方が比較的

落ち着いて利用できることを知っている子は時間を遅らせて来ているが、

特に中学生の女子の利用は少なく感じ、市内でも議題に上がることがある。 



   委員：部活動に関しては、簡単ではないというのが一番である。クラブも児童セン

ター同様、中学生は部活動があるため来なくなる子が増える。保護者の考え

方もそれぞれ違うため、対応が難しい。バスケットボール、サッカー部に関

しては、指導者が行っている。今年度、教育指導課で地域移行に関する審議

会を立ち上げたので、一歩踏み込んだ形で進んでいくのかなと思っている。

一人ひとりがそれぞれ違う、部活動も同じで難しい。この１年、自問自答し

ながらやっている。 

   副校長：本校の部活動の体制については、本年度は顧問を配置できない部活動が出

た。管理職が顧問という形で行っている。来年度以降も部活動を縮小して、

地域に移行していかないと中学生の活動の場が減ってしまう。自治体、クラ

ブ等が協働して、放課後の活動の場を保障していくべきであり、本校も過渡

期に入っていると思う。 

以上で第１回明保中学校運営協議会を終了します。 

次回の学校運営協議会は、７月24日（水）9時～10時 30分の予定です。 

 


